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Abstract 
In this study, a two-compartment prototype microbial fuel cell (MFC) was constructed. 
For the anode compartment, vitamin K3 was used as an electron mediator between 
membrane-bound D-glucose dehydrogenase (GDH) in Escherichia coli cells and the anode 
electrode. The ferro-ferricyanide redox system was selected for the cathode compartment. We 
attempted to use a wood saccharified liquid consisting of glucose and xylose as a fuel in the anode 
compartment. The fuel can be produced by solid acid treatment of wood chips obtained from the 
sawmill. The open-circuit voltage was 430 mV. The maximum current density of 25 A cm-2 has 
been achieved at 200 mV of the cell voltage under stirring.   








































































カライテスク，特級)を含むリン酸緩衝溶液（1/15 M, pH 
7.0）を 1 mL 入れ、グラッシーカーボン（GC）電極(5mm 
i.d., BAS 製)、参照電極（vs. Ag/AgCl sat.KCl）、白金円
盤対極（5mm i.d.，アクリルセルの底面に埋め込んであ
る)をポテンショスタットに接続した。スキャン電位範囲 
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この糖化液(pH 2.4)を0.1 M 水酸化ナトリウムで中
和(pH 7.0)してから、Glucose(HK) Assay Kit(Sigma製)













電極槽はNafion○R  117膜（Aldrich, 0.007 in. thick）で
隔てた。アノードとカソード間に可変式抵抗(Type 2786 




1mM VK3、2）1mM VK3 + E.coli (OD660=1.0)、3）1mM 































3.1.1  ビタミン K3（メデイエータ）のサイクリックボ
ルタンメトリー 測定 
1mM の VK3を含むリン酸緩衝溶液（1/15 M, pH7.0）
のサイクリックボルタモグラムを測定した結果を図 2 に
示した。本条件では、VK3の酸化側の限界電流は 100 mV
（vs. Ag/AgCl sat.KCl）以上で得られることがわかった。  
 
 
図 2 VK3のサイクリックボルタモグラム 
 
3.1.2 アノード極の電気化学特性  
自作のアクリルセルに1 mMのVK3を含むリン酸緩衝
溶液（1/15 M ，pH 7.0）を1 mL入れ、膜貼GC電極に
100 mV（vs. Ag/AgCl sat.KCl）印加し、溶液を撹拌し






定常電流密度値 3.30  μA/cm2  
(σ = ± 0.131, n=3） 
電流密度勾配値 7.42 × 10-3 μA/s・cm2  
(σ = ± 6.85×10-4, n=3)  
となった。 
 
図 3 アノード単極系における電流―時間曲線 









図 4 アノード単極系における電流-時間曲線 





定常電流密度値 8.17  μA/cm2  
(σ = ± 0.216 , n=3） 
電流密度勾配値 19.8 × 10-3  μA/s・cm2  
(σ = ± 6.85 ×10-4, n=3)  
となった。 
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グルコース（6 単糖）に対する値を 1.0 とすると他の
単糖類は定常電流密度値基準で 0.14～0.42、電流密度勾
配値基準で 0.19～0.79 となった。キシロース(5 単糖)や
その他の単糖類（6 単糖）は、グルコースに比較してエ
ネルギー生産能力は劣るが大腸菌燃料電池の基質として
















ヘミセルロースが 24.27％である。木材切り屑 5g をワー
リングブレンダーで粉砕微細化し、強酸性イオン交換樹
脂(AmberliteIR-120H)1.5g と水 50mL で加熱処理して
得た糖化液のグルコースとキシロースの含有量を
Glucose Assay Kit または Xylose Assay Kit を用いて定
量を行った結果を以下に示した。 
 
キシロース濃度 = 1.465 g/L （約 10 mM） 





し、アノード槽の組成を、1）5 mM VK3のみ、2) 5 mM 
VK3 + E.coli (O.D.660= 1.0)、3) 5mM VK3 + E.coli 















グルコース 3.30  (1.0) 7.42  (1.0) 
ガラクトース 0.46 (0.14) 1.40 (0.19) 
キシロース 0.74 (0.22) 4.71 (0.63) 
マンノース 0.84 (0.25) 4.08 (0.55) 
フルクトース 1.38 (0.42) 5.86 (0.79) 
http://bigjohn.fukui-nct.ac.jp/journal/ 




コースをそれぞれ約 10 mM と 5mM 含む）をアノード
層に充填した後、1）5mM VK3 と 2）5mM VK3  + 
E.coli (O.D.660= 1.0)としたときの両極間電圧時間変化
の測定を行った結果を図 6 に示した。 















開回路電圧：   約 430 mV 
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